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平成˜›年�月˜ 日 水曜日 (号外第˜™�号)官 報

ロ

ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
に
係
る
市
内
通
信

ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
で
あ
る
固
定
端
末
系
伝
送
路
設
備
の
一

端
に
接
続
さ
れ
る
端
末
設
備
か
ら
発
信
す
る
通
信
で
あ
つ
て
、
当
該
端
末
設
備
が
設
置
さ
れ
る
単
位
料
金
区
域

（
電
気
通
信
役
務
に
関
す
る
料
金
の
計
算
に
用
い
ら
れ
る
距
離
区
分
を
設
定
す
る
た
め
の
単
位
と
な
る
区
域
と

し
て
、
電
気
通
信
事
業
者
が
全
国
の
区
域
を
分
け
て
設
定
す
る
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
同
一
の
単
位
料

金
区
域
の
内
に
設
置
さ
れ
る
固
定
端
末
系
伝
送
路
設
備
の
一
端
に
接
続
さ
れ
る
端
末
設
備
又
は
無
線
呼
出
し
の

役
務
に
係
る
相
互
接
続
点
に
着
信
す
る
通
信
に
係
る
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

ハ

ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
に
係
る
離
島
特
例
通
信

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
通
信
の
う
ち
、
電
気
通
信
役
務

に
関
す
る
料
金
の
計
算
に
用
い
ら
れ
る
距
離
区
分
に
つ
い
て
、
本
来
の
距
離
区
分
よ
り
有
利
な
も
の
を
適
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
料
金
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る
通
信
に
係
る
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

\

離
島
（
本
土
に
附
属
す
る
島
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
み
で
構
成
さ
れ
る
単
位
料
金
区

域
の
内
に
設
置
さ
れ
る
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
で
あ
る
固
定
端
末
系
伝
送
路
設
備
の
一
端
に
接
続
さ
れ
る
端

末
設
備
か
ら
発
信
す
る
通
信
で
あ
つ
て
、
当
該
単
位
料
金
区
域
の
外
に
設
置
さ
れ
る
固
定
端
末
系
伝
送
路
設

備
の
一
端
に
接
続
さ
れ
る
端
末
設
備
又
は
無
線
呼
出
し
の
役
務
に
係
る
相
互
接
続
点
に
着
信
す
る
通
信

]

離
島
の
み
で
構
成
さ
れ
る
単
位
料
金
区
域
の
外
に
設
置
さ
れ
る
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
で
あ
る
固
定
端
末

系
伝
送
路
設
備
の
一
端
に
接
続
さ
れ
る
端
末
設
備
か
ら
発
信
す
る
通
信
で
あ
つ
て
、
当
該
単
位
料
金
区
域
の

内
に
設
置
さ
れ
る
固
定
端
末
系
伝
送
路
設
備
の
一
端
に
接
続
さ
れ
る
端
末
設
備
又
は
無
線
呼
出
し
の
役
務
に

係
る
相
互
接
続
点
に
着
信
す
る
通
信

ニ

ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
に
係
る
緊
急
通
報

警
察
機
関
、
海
上
保
安
機
関
又
は
消
防
機
関
へ
の
緊
急
通
報
に

係
る
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

〇
総
務
省
令
第
六
十
三
号

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
電
気

通
信
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
六
月
十
九
日

総
務
大
臣

片
山
虎
之
助

電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
章

第
二
種
電
気
通
信
事
業
（
第
三
十
三
条
e

第
四
十
条
）」を
「
第
三
章

第
二
種
電
気
通
信
事
業

第
三
章
の
二

基
礎
的
電
気
通
信

（
第
三
十
三
条
e

第
四
十
条
）

役
務
（
第
四
十
条
の
二
e

第
四
十
条
の
八
）」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
第
十
六
号
中
「
同
じ
。）及
び
」
を
「
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
中
「
第
二
十
六
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
会
計
規
則
」
と
い
う
。）」を
加
え
る
。

第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
三
章
の
二

基
礎
的
電
気
通
信
役
務

（
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
内
容
）

第
四
十
条
の
二

法
第
七
十
二
条
の
五
の
総
務
省
令
で
定
め
る
電
気
通
信
役
務
は
、
次
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
（
委

託
さ
れ
た
業
務
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）を
い
う
。

一

ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
（
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
第
三
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
用
い
て
提
供
す
る
音
声
伝
送
役
務
で
あ
つ
て
、
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
も

の
（
手
動
に
よ
り
通
信
の
交
換
を
行
う
も
の
及
び
公
衆
電
話
機
を
用
い
て
提
供
す
る
も
の
を
除
く
。）

イ

ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
で
あ
る
固
定
端
末
系
伝
送
路
設
備
の
み
を
用
い
て
提
供
さ
れ
る
電
気
通
信
役
務

ア

ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
で
あ
る
固
定
端
末
系
伝
送
路
設
備
に
対
応
す
る
部
分
（
施
設
設
置
負
担
金
（
第
一
種
電
気

通
信
事
業
者
が
電
話
の
役
務
の
提
供
を
承
諾
す
る
際
に
利
用
者
か
ら
交
付
を
受
け
る
金
銭
と
し
て
、
法
第
三
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
料
金
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
る
べ
き
料
金
に
あ
つ

て
は
、
当
該
認
可
を
受
け
た
料
金
）
を
い
う
。）に
係
る
部
分
を
除
く
。）に
係
る
も
の

特
許
法
施
行
令
及
び
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の

特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
四
年
六
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
二
百
十
四
号

特
許
法
施
行
令
及
び
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続

等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

内
閣
は
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
特

許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
六
十
七

条
第
二
項
及
び
第
百
八
十
四
条
の
二
十
第
六
項
並
び
に
工

業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
特
許
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五

項
」
に
、「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第
五
項
」
に

改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第

十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
表
の
中
欄
中
「
国
内
書
面
提
出
期
間
」

の
下
に「（
第
百
八
十
四
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
の
外

国
語
特
許
出
願
に
あ
つ
て
は
、
翻
訳
文
提
出
特
例
期

間
）」を
加
え
る
。

（
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法

律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
十
九
号
中
「
特
許
法
」
の
下
に
「
第
四
十

八
条
の
七
若
し
く
は
」
を
加
え
る
。

第
六
条
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
七

号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

特
許
法
第
四
十
八
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
通
知

別
表
の
一
の
項
第
四
欄
中
「
第
九
号
ま
で
、
第
十
九

号
及
び
第
二
十
号
」
を
「
第
六
号
ま
で
、
第
八
号
か
ら

第
十
号
ま
で
、
第
二
十
号
及
び
第
二
十
一
号
」に
改
め
、

同
表
の
二
の
項
第
四
欄
中
「
第
九
号
ま
で
及
び
第
十
八

号
か
ら
第
二
十
二
号
」
を
「
第
六
号
ま
で
、
第
八
号
か

ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
三
号
」
に

改
め
、
同
表
の
三
の
項
第
四
欄
及
び
四
の
項
第
四
欄
中

「
第
七
号
、
第
八
号
、
第
十
号
、
第
十
九
号
及
び
第
二

十
号
」
を
「
第
八
号
、
第
九
号
、
第
十
一
号
、
第
二
十

号
及
び
第
二
十
一
号
」
に
改
め
、
同
表
の
五
の
項
第
四

欄
中
「
第
七
号
、
第
八
号
、
第
十
号
か
ら
第
十
七
号
ま

で
、
第
十
九
号
及
び
第
二
十
号
」
を
「
第
八
号
、
第
九

号
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
、
第
二
十
号
及
び

第
二
十
一
号
」
に
改
め
、同
表
の
六
の
項
第
四
欄
中「
第

七
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
、第
十
九
号
及
び
第
二
十
号
」

を
「
第
八
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
、
第
二
十
号
及
び
第

二
十
一
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

平
沼

赳
夫

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
四
年
六
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
二
百
十
五
号

特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
四
年
七
月
一
日
と
す
る
。

総
務
大
臣

片
山
虎
之
助

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎
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